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頭が良い子に育つ家とは？ 
頭の良い子が育つ家とはどのような家なのか？興味ありますよね。 

大都市の有名私立中学に合格者した人の自宅を調査し、それを設計に反映させている住宅会社があるそうです。

ちょっと内容を見てみましょう。  

1. 子供が部屋にこもりきりにならず、家族の気配が感じられる開放性が必要。吹き抜けを囲むように部屋を配

置し、扉にはガラスを使う。（情報が空間を通して伝達しやすい・親の知識が子に伝わりやすい） 

2. 勉強の拠点になる場所（辞書や文具のある所）は必要ですが家族と接触しながら、リビングやダイニングを

移動して勉強できるようにする。（対話を促す） 

3. 落ち着ける空間として、小さな書斎のようなスペースを複数作る。    

（視覚的な変化が子供の暮らしに刺激を与える。） 

木と家の会の提案する地域型展示住宅はこの要件を満たしています。 

①吹き抜けがあり各部屋が接している。 

②建具はポリカーボネート製でぶつかっても割れない。 

 安全性があり透明で人の気配が見える。 

③リビングの大テーブルやカウンターで勉強出来ますし、 

 階段下のスペースを利用してパソコンコーナー書斎も作れます。 

器としての家も大切ですが親としての接し方や、 

折に触れて子供に伝える知識や知恵も多いに必要です。 

お父さん・お母さん頑張りましょう！ 

              （住まいづくりメンバー 川口洋子建築設計 川口洋子） 
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5月23日（土）、24日（日）の二日間、香川県産のヒノキ材を柱や土台に使っている地域型

展示住宅において、「かがわのヒノキ」についてお話を聞きませんか？ 

県産材を使う住宅とは？ 

風土に適した住まいづくりになぜ県産材が適しているのか？ 

県産材を住宅に使うことで森林環境へ与える影響は？ 

等など・・・ 

森林環境の観点から見た「かがわのヒノキ」を使った家づくりのお話をいたします。 

自然素材の住まいづくりや、地域にあった住まいづくりをお考えの方必見です！ 

申し込みは不要です。ぜひご参加ください。 

■日 時：平成21年5月23日（土）、24日（日） 午前10時～ 午後2時～ 

■場 所：地域型展示住宅（高松市林町、香大工学部北側） 

■参加費：無料（定員 各回20名） 

■テーマ：「森林の整備」と「県産材を使った家づくり」 

■講 師：香川県森林環境部みどり整備課（県政出前懇談会担当者） 

     ＮＰＯ法人木と家の会 住まいづくり担当者 

木と家の会とは？ 

ＮＰＯ法人木と家の会は、家づくりを中心に四国の山で育てられた木材の健全な消費をとおして、森林環境の保全と良好な住環境づくりに取り
組んでいる団体です。林業家、材木店経営者、建築設計者、施工者、木工家、一般市民などさまざまな分野の人たちが集まっています。 

木と家の会は国土交通省より平成20年度、21年度地域木造住宅市場活性化推進事業の補助を受けています。 

『かがわのヒノキ』のお話を聞きに来ませんか？ 23・24 
５ 
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5月 16日 (土) 川口 洋子 川口洋子建築設計 6月 6日 (土) 松田 保文 ㈲ＭＯ環境設計 

   笠井 幸治 ㈱ｶｶﾞﾜ設計一級建築士事務所    笠井 幸治 ㈱ｶｶﾞﾜ設計一級建築士事務所 

 17日 (日) 赤山 芳隆 ＲＹＯ建築設計  7日 (日) 笠井 幸治 ㈱ｶｶﾞﾜ設計一級建築士事務所 

   増田 孝夫 森風舎    西原 英樹 ㈱丸井工務店 

 23日 (土) イベント ＤＡＹ  13日 (土) 西原 英樹 ㈱丸井工務店 

 24日 (日)    池田 裕美 ｴﾑｱｲ.ｱｰｷﾃｸﾄ 

 30日 (土) 増田 孝夫 森風舎  14日 (日) 池田 裕美 ｴﾑｱｲ.ｱｰｷﾃｸﾄ 

   池田 裕美 ｴﾑｱｲ.ｱｰｷﾃｸﾄ    川口 洋子 川口洋子建築設計 

 31日 (日) 池田 裕美 ｴﾑｱｲ.ｱｰｷﾃｸﾄ  20日 (土) 川口 洋子 川口洋子建築設計 

   松田 保文 ㈲ＭＯ環境設計    赤山 芳隆 ＲＹＯ建築設計 

      21日 (日) 赤山 芳隆 ＲＹＯ建築設計 

        増田 孝夫 森風舎 

      27日 (土) 増田 孝夫 森風舎 

        小松 秀行 ㈲小松秀行建築工房 

      28日 (日) 小松 秀行 ㈲小松秀行建築工房 

        川口 洋子 川口洋子建築設計 

 〃   

住まいづくりメンバーのリレーコラム 『地域の住まいづくり１・２・３』 

山本周五郎の小説「樅の木は残った」に想いを馳せて、私もいつか我が家の庭にはそんな風な自分の人生

と想いを寄せられる木と共に過ごせる住まいを考えていた。 

縁あって初めて家を建てた時、庭に記念としてモミの木を植えた。人の背丈程の苗木だったが毎年一節ず

つ成長するモミの木はその後子供たちが生まれ、その成長と連動するかのようにぐんぐん大きく背丈を伸ば

していた。 

毎年クリスマス時期には、まだそれほど盛んでなかったがイルミネーションを飾り付け、我が家の恒例行

事になっていた。でも子供が中学生になる頃になると家の高さよりも高くなり、毎年飾り付けるイルミネー

ションも買い足し続けて、いつしか家族でする大変な作業になっていた。 

庭に子供部屋と玄関を増築する時、増築部分と接近するので枝を剪定したのが災いしたのか、しばらくし

て、そのモミの木は枯れてしまった。今では、その周囲には＜クロガネモチ＞＜ロウバイ＞＜コデマリ＞＜

ギンモクセイ＞＜ウバメガシ＞＜モッコク＞が茂り、家内が植え始めたバラやハーブ類が所狭しと花をつけ

ている。 

子供たちも成長してこの家から出て行き３人とも県外に住んでいるが、庭で大きく成長したモミの木がイル

ミネーションを点滅している光景を思い出し、今では私の心の片隅に子供の成長とともにモミの木は残って

いる。 

庭のモミの木 ＲＹＯ建築設計 代表 赤山芳隆 

地域型展示住宅 

『木と家の会』のブログをぜひご覧ください。 
地域型展示住宅の建築過程や、地域の住まいづくりに関するあれこれが見られます。 

『住まいづくり相談』担当者一覧 5月15日～6月30日 

木と家の会では地域の住まいづくりに関する相談や疑問

などに、地域の住まいづくりに実績のある専門家が、「無

料」にて解りやすくお答えします。お気軽にご来場下さい。 

■営業時間：午前10時～午後5時 

■場所：地域型展示住宅（高松市林町、香大工学部北側） 

地域型展示住宅は随時見学可能です。事前に事務局までご連絡の上、ぜひお越しください。 

（地域型展示住宅の所在地は高松市林町6-25、レインボー通り南詰めを東へ約400ｍ、香大工学部北西角にあります。） 


